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とあり，訳せば，……栄光の柱を通って月へ，原人へ，そして生命の母Nahnahaへ，とりわ
け，光の楽園ヘ…。ここでは，上記の魂の天上のさすらいの記述と相違していることに気付かざ
るをえない。即ちUrmensch（原人）と生命の母が，魂の上昇の道程に，ある仲継者の役割を果
しているという記述に出会ったことである。ここでは，原人は新しい楽園の主宰者とされ，母は
「神アウルミズドの母」（’whrmyzdby　m’d）と呼ばれ，新しい楽園にいる解放された神々のす
べての母として尊敬される。従って彼女は「大いなる心」が永遠の楽園（光明の王国）において，
光明の父の側に並んでいるように，新しい楽園では，原人の側に並んで存在していることと相適
合している点が興味深い。いいかえれば，原人と母とはともに，新しい楽園を代表する主宰者と
想定してよいと思う。
　以上の如く，Ibn　an－Nadimの第2の記述は，太陽の記名を欠いていることの他はまことに
正統的見解を継承していると見るべきで，魂が肉体の死後，栄光の柱から月→新しい楽園→永遠
の楽園の道程を経て，上昇していくと解するのが，マニ教における魂の救済（解放）の道程である
といえるであろう。
V　霊魂の諸概念とその構造
今までは，魂（Sou1，　Seele，パルチナ語ではGryw）の救済（解放）の道程を主に学説史的
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観点から検討を加えてきたが，本章ではHとA・R史料によって魂を含めて，マニ教の霊魂の諸
概念とその構造を検討したい。
　以前からこのH，A・R史料のHymn－C．を何度も読んでいて，よく判らなかったのが，この
霊魂の諸概念の関係についてであった。といって今でも完全にその不明点が理解されたわけでは
なく，その緒口を握みかけたというほどの試論に過ぎない。
　マニ教における霊魂の概念を示す語としては，次の四つが挙げられると思う。
　魂（gryw），霊（gy’n），心（m’nq）が狭義のものであるが，この他に聖智（mnwhmyd，
ManUhmed）と呼ばれる広義のものがある。これはMUllerやReitzenstein以来，ギリシ
ア哲学におけるNo飴に相当するものとして，夙に注目され，論じられてきたものである（中世
ペルシア語ではVahman，古トルコ語ではnom　qutl）。この四者の関係をよく暗示している
と考えられるものに，A・Rの第6頽があるので，それにまず注目したい。
Angad　R6§n巨n　VI
1a
b
2a
b
3a
b
4a
b
5a
b
6a
b
7a
　　§hwn　hnd’m
　　，ngd　rw§n，n
，w主kd璽ymyn　W，xtwn　。
P！gryw　wnwhg
dy（d）wm　bwj’gr　・
cyprw’nmnt”b，d
，wn　dyd　dydn　・
cy　hrwyn　n’w’z’n
ky’d　hw’wsxt　。
kwm　gryw　wyn，rynd
，wmc§mpdr，z’d　。
，w　hwkr’np，dgws
，wm　dyd　kw　ngwst　。
hrwyn　mrn　fry§tg
’w！hrwyn　wyg’ny§n　。
dwr　bw1，hynd，彦mn
’w1　gr’（n）ywbhr　。
’wd　hwyn　tng’njwgyf1
’w圭ngwst　hwyn　dydyn　。
，w§’n　t’r，bnft
’w！hrw　cyhrg　。
，w圭ywd，，wyndq
〔　　　r〕w§n　。
wystrg，W1　zbyn
（，w）〔圭P〕（wr）§，dyft　。
P1　hrw　mn　m，nq
，w圭，d　mn　wy，wrd
pd（’）〔n〕w（ry）d§’dyf1
Angad　R6§nanの第6頽
1　私は魂（gryw）をうち震わせながら，
　　これらの言葉を言う時，私は私の目の前
　で，光り輝く救済者（bwj’gr）を視た。
2　私はわが魂を（光で）飾ろうと一緒に降
　　りてきた武装の武人，皆を眺めやった。
3　私は眼をそっちの方に上げ，すべての
　　死（の恐1布）が（父）から派遣された者
　　（fry§tag）によって蔽い隠されるのを見
　　た。
4　あらゆる（悪魔による）破壊劫掠の痕は
　　私からとり除かれた。深酷な病気も，そ
　　して受苦の痛みも。
5　その光景は隠蔽され，暗黒（t’r）は飛
　　び去った。すべてのものは同じではない
　　が，神聖な性格であった。
6　光明は（そこを照らした）。堂々としか
　　も愛らしく，そして悦びでわが心（m’nq）
　　のすべてを充たしながら。
7　ひろやかな喜びの中で，彼は深刻な苦悶
　　から，わが魂（gryw）を呼び覚まして
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b　，wm　gryw　pdr’z’d　。
　，（VZ）　（gmb）〔yr〕9（r）〔，〕nyf1
8a　’w①w’cyd’w　mn　。
　　，wr　gy，n　m（，）tyrs，4
　b　，z　hym　tw　mnwhmyd
　　ufrmnywg　mwjdg
9a　，W圭tw，yy　mn　tn　。
　　pdmwc〔n．・…　　〕（y）9
　b　cy’hr’s’d　z’wr’n　。
o
　　　（・・）〔・〕（w）y（・・）b〔・〕（・）n
10a　，wt　’z　hym　tw　rw首n　。
　　　’（sp）yxt　hsyng
　b　mnwhmyd　k1’n
　　　，w！frmn（y）w〔9〕tspwr
8
9
私と話をした。
彼は私に言った。来れ，わが霊よ（gy’n
m（’）．／恐れるな，と。私はお前の聖智
（tw　mnwhmyd）希望の便りなのであ
る。
あなたは暗黒の諸力を狼狽させるわが肉
体（mn　tn）の光の衣装……である。
10私は眩ゆい，太古からのお前の光（rwgn）
　　で，偉大な聖智（mnwhmyd　kl’n），無
　　上の希望なのである。
　以上のうちで改めて注意すべきことは，「私」（’z）とは呼びかけの主体，即ち救済者自身であ
り，暗黒と物質の中で解放を願い，必死に苦悶に耐えているのが「汝，またはお前」である原人
＝魂＝救済の対象であるということは言うまでもなく，さきに述べたところであったが，また，
P（padvag）記号の付してあるところは，原人，魂の応答の言葉であるところから，その主体と対
象が逆になるということも書き添えたのだが，実はP記号のないところにも，原人，魂の応答の
言葉と見なくては，意味のとり難い場合も屡々あるということなのである。ここに挙げたA・R
VIのうちで，1，2，3には（’z）という主語は勿論ないが，文意からしても，どうしても原人＝
魂の方から発している言葉としか解しようがないのである。だがここに，狸（gryw）と従来不
明と考えられてきた霊（gy’n）との関係を解き明かす鍵があるのである。これは一見矛盾である
ように思われる。1，2，3の言葉は，わが魂（m’ngryw）と呼びかけているので，魂の側か
らそういっているかのように見えるが，実はこれは救済者の方から原人の中に捕われている，本
来回復されるべき霊をそう呼んでいるのだということなのである。P記号が付されていない所以
もここにあったのである。決して単なる論理の矛盾というのではなく，また表現の未熟さという
のでもなく，極めて宗教的なパラドクシカルな表現なのだ。
　この魂（gryw）は人問にとって内なる本質を構成するものであって，肉体の中にある間は，人
間の立場から言えば霊（gy’n）と呼ばれ（下記の
　H史料12　〔fry〕§t〔9〕cy〔pydr　。〕　（kr）y（d）gy，n’n　drw逸
　　　　　　　〔’whrwyn　dh〕yd（§’d）yf！〔。〕tzgyrwyd”nd〔’9〕（訳は前出）
　A・RIb　13　〔，wd〕（t）y§t，hym。　hrw（h）n〔d，〕（m），〔nd〕r
　　　　　　　〔　　　　〕y（w）b（h）〔r〕　。　mn　gy〔，n　pd〕gr，n〔yft〕
　　　　　　　私は恐怖に脅かされた。五体は病に犯され，わが霊（mn　gy’n）も重く，沈うっ
　　　　　　　であった。
はその一例である），救済者（光明の父）から見れば，魂（gryw）と呼ばれているのであって，
この魂が肉体，暗黒から解放されることになるのである。従って，両者は同一体の二面を表現す
る概念であることが判るであろう。この両面を総称しているのが，もう一つの表現，心（m’nq）
なのである（A・RV［6）。
　では聖智＝マヌーフメッド（mnwhmyd）はこれらとどう関係するのか。ギリシア語のNoUs
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に相当するものと考えられるもので，既にプローチノスのヌース思想との関連性を指摘されてい
　
るほどである。A・R　V［10に，「私はお前の光明であり，無上の希望，偉大な聖智（mnwhmyd
kl’n）である」と表現されているように，これは神の叡智であるが，同時に人闇の霊（gy’n）が
魂（gryw）として肉体から解放される時，心（m’nq）がその内に有っ基本的解放力としてのこ
のマヌーフメッドによって，覚醒し，霊を転じて魂となし，肉体，暗黒の諸悪から救済させると
いう作用をすると解せられる。つまり，光明の王国（永遠の楽園）と救済さるべき人間との聞を
絶えず結びつけているものが，この聖智（マヌーフメッド）であるということになる。逆にいえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠ば，このマヌーフメッドをもつ魂が，暗黒と肉体に捕われ，幽閉されて霊となり，人間の心を構
成することになるのであって，それをUrmensch（原人）の救済神話に擬した形で表象したと
解される。ただ，このマヌーフメッドが原人＝＝人間以外の動植物にまで及ぶものであるのかどう
かについては，別の機会で論じたい。
　しかし，以上で霊魂に関する諸概念の関係が明確になったわけではない。A・RIb2－3に一っ
つつ出てくる’ndy5ygnと’w§，　prm’ngという三つの語が以上の霊魂観をさらに複雑にして
いるからである。（’ndy§y§nはHI　58にも一度出る）
Angad　R6§nan　Ib
2a　，wm　zyr（d）〔，ndy§y〕§n　。
　　ky　wysp〔　〕cy（h）〔r〕（9）
　b　（w）hyrd　pd　h（rwy）n　。
　　，wd　ngw〔s〕（t）bw〔d〕p（d）
　　　gryw
3a　（’）〔wdh〕mgm〔n’〕w§　。
　　cy§ny，nd（y）〔§’d〕
　b　〔．．．．〕pd（pr）〔m，n〕9　。
　　，wd（w）xybyh〔　　　　〕
2　そして，暗黒の多様な姿態を見たわが胸
　　（心臓）の’εッθ6μησκはそれに揺り動
　　かされて，魂（gryw）の中に姿を隠し
　　た。
3　そして私のすべてφρ6mησecはもはや些か
　　でも計画を企てることはできなかった。
　私はわがλoγ‘σμ6ζにあっては，〔無力に
　　されてしまった〕私自身の……において
　　も。
　’nd郵y甑はギリシア語の’εyθ6μησcc（思考，反省）がパルチア語化されたもので，〔’〕w§は
同じくφρ6ッησcc（理解）に，　prm’ngはλoγeσPt6c（熟慮，推理，論証）に，夫々相当することは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠M・Boyceが明確にされたところである。
　このA・RIb　2におけるzyrdは肉体の心臓を意味するところから，これに所属する機能と
しての’ndy5y§n，’εyθbPtOPOtζは人間の霊（gy’n）にあって暗黒，肉体の実体を詳さに視，考える
能力をもつものと解してよいのではあるまいか。それに対して’w§，φρ6mpaegも，　prm’ng，
ZoγeσPt6cもどちらも「私のもの」（mn’），即ち魂（解放さるべき魂）にあって作用するものと
見ることができ，A・RIb3に歌われるように暗黒の諸力によって，一時無力化されてしまうの
である。しかし，’ndy§y§n，’εンθ6μησ‘cはA・R　Ib　2の記述に，霊（gy’n）の中にありつつ，暗
黒の多様な姿態を見ることによって，っき動かされ，魂（gryw）の中へ身を隠すとあるのを，
暗黒の諸力によって捕えられ無力化されている魂に所属する’w§，φρ6vησeCとprm’ng，λoγe－
aPt6Cを甦えらせることの比喩と見るべきではないだろうか。もし，この推定が正しいとすれば，
さきに人間の霊が魂として肉体から解放される時，心がその内にもっ基本的解放力としてのマ
ヌーフメッドによって覚醒し，霊を転じて魂となすとした，そのマヌーフメヅドの具体的な機能
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的属性こそ，この三つの語で表現されるものなのだと考えてよいであろう。
　つまり，人間にあっては，聖智たるマヌーフメッドはこの三つがその理性的働きとして表れる
ということである。
vr結 語
　　　＼
　以上Handまm史料のHymn－C．における霊魂の諸概念とその構造について論じてきたが，こ
の聖智，魂，霊，心に当るものが，他のマニ教文書において，どう把えられているか，調べると，
Acta　ArchelaiではNofis，’6yyoeα，φρ6mpσeg，λoγ‘σμ6ζ等の言葉が見え，　N面sは聖智，マヌー
フメッドに，他の言葉は光と暗黒との混瀟後に生れた人間の内なる精神的力として，心（m’nq）
の諸作用に比定されている。Kephalaiaにあっては魂（gryw）にoひσeα（第一のウシア）の語を
当て，聖AugustinusもこれにViva　Anima（生ける魂）の訳語を与え，また聖智をSpiritus
Vivens（生ける精霊）としている。　A．D．987年のFihrist　al－tulttMにあっては，聖智に相当
する語にRithを，魂にはNasamatを夫々与えている。これらを総じて言えば時代と場所と言
語の相違に伴って，その認識に微妙な変化を見せてはいるが，その霊魂観の構造の基本は守られ
ているのが指摘できる。これらを比較して，Hand巨m史料はマニの霊魂観を正しく受け継いだ
重要な史料であることが判るであろう。
　このユニークな霊魂観がどのようにして形成されてきたのか。この問題は，マニを囲饒する当
時の西南アジアの精神史的状況，A．D　3世紀のイラン・ゾロアスター教，　Awestaの世界，葬送
文としてのHad6xt－NaskにおけるUrva，　DaEna，　Frava§iの諸概念や，キリスト教的グノー
シス派（プトレマイオス派）におけるπレεδμα，qvXerc6V，σ∂μαの諸概念等の構造的分析，マンダ
教のそれとの関連性等を含めて考察されるべきもので，それは特にグノーシス世界におけるマニ
の二神観形成の問題とも深く関連するものであるだけに，他日それを論ずる機会に，、あわせて触
れてみたいと思う。
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